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佐
井
村
交
通
事
故
死

三
千
日
達
成
記
念
大
会

去

る
、
七
月
三
十
一
日
に
達
成
さ
れ

た
交
通
死
亡
事
故
死
ゼ

ロ
の
日
三
千
日

記
念
大
会
は
、
八
月
五

日
佐
井
村
振
興

セ

ン
タ
ー
に

お
い
て

、
関
係
者
等
約
三

百
五
十
人
が
集

っ
て
開

か
れ
、
現
在
県

内
の
最
長
記
録
と

な
っ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
交
通
安
全
に
功
労
の
あ

っ
た
各
団
体
に
表
彰
状
を
授
与
し
、
全

員
で
「
交
通
事
故
死
ゼ

旦
二
千
五
百
日

に
向
け
て
村
ぐ

る
み
で
安
全

運
動
を
進

め
て
い
く
」
こ
と
を
宣
言
し
た
あ
と
パ

レ
ー
ド
に
う
つ
り
ま
し
た
。

被

表

彰

団

体

］‥
青
森
県
知
事
表
彰

Ｏ
佐
井
村

目
青
森
県
警
察
本
部
長
表
彰

Ｏ
佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

目
大
間
警
察
署
長
・
大
間
地
区
交
通
安

全
協
会
長
表
彰

○
佐
井
村
保
育
所

Ｏ
佐
井
小
学
校

○
原
田
小
学
校

Ｏ
磯
谷
小
・
中
学
校

○
長
後
小
・
中
学
校

○
福
浦
小
・
中
学
校

○
牛
滝
ホ
・
中
学
校

○
佐
井
中
学
校

則
佐
井
村
長
表
彰

○
大
間
地
区
交
通
安
全
協
会
佐
井
村

支
部

○
佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

○
佐
井
営
林
署

○
細
川
建
設
株
式
会
社

○
株
式
会
社
竹
本
建
設

Ｏ
工
藤
建
設
工
業

第
三
十
五
回

県
民
体
育
大
会

陸
上
競
技
女
子
の
部
（
村
）
総
合
優
勝

去
る
、
八
月
二

十
三
、
二
十
四
日
の

両

日
に
わ
た
り
、
実

施
さ
れ
た
県
民
体

育
大
会
は
、
天

候
不

順
の
悪

Ｊ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
陸
上

競
技
村

の
部

女
子
総
合
優

勝
な
ど
の
好
成
績
を
収

め

帰
村

し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

陸
上
競
技
（
村
の
部
）

女
子

総
合
優

勝

四
百
Ｍ
リ

レ
ー

ニ

位

杣
木
、
奥
本

（
女

子
）
、
前

田
、
西
谷

二
百
Ｍ

一
位

西
谷

弥
生

百
Ｍ

二
位

杣
木

珠
子

砲
丸
投

二
位

杣
木

珠
子

走
幅
跳

五
位

前
田

睦
子

男
子
八
百
Ｍ

リ
レ
ー

五
位

渋

谷
（
政
）
、

山
本
、
内
藤

田
中

百
Ｍ

（
Ｃ

）

一
位

川
畑

清

二
百
Ｍ

（
Ａ

）

六
位

田
中

潔

四
百
Ｍ

（
Ａ

）

三
位

内
藤

要

走
幅
跳

四
位

山
本

俊
広

砲
丸
投

（
Ｃ

）

五
位

川
畑

清

村

の
部

総
合
五
位

卓
球
（

村
の

部
）

三
位

坪
井
（
敏
）
、
宮
木
（
正
）

川
岸
（

匸

、
新
岡
（
栄

）

奥
本
（
章
）
、
渡
辺
（
芳

）



日
本
赤
十
字
社
は
、
昭
和
五
十
五
年

度
社
資
増
強
運
動
期
間
中
に
、
五
拾
万

円
を
寄
付
し
た
佐
井
村
古
佐
井
、
細
川

勇
次
氏
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え

去

る
七
月
十
日
青
森
市
に
於
て
開
催
の

「
青
森
県
有
功
会
結
成
記
念
大
会
」
に

日
本
赤
十
字
社
名
誉
副
総
裁
常
睦
宮

妃

殿
下
か
ら
金
色
有
功
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
又
、
同
氏
が
経
営
し
て
い
る
「
細
川

建
設
株
式
会
社
」
も
昭
和
五
十
四
年
度

に
法
人
社
資
を
寄
付
し
、
同
日
、
同
社

取
締
役
細
川
よ
し
江
氏
に
、
法
人
銀
色

有
功
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

海
や
川

を
守
ろ
う

有
り
ん
洗
剤
が
水
質
を
悪
化
す
る
こ

と
は
、
み
な
さ
ん
も
テ

レ
ビ
や
新
聞
等

で
御

存
知

と
思

い
ま
す
。

合

成
洗
剤
は
、
石
油
を
原
料
に
つ
く

ら
れ
ま
す
が
、
洗
剤
と
し
て
の
効
力
を

増
す
た
め
に
り
ん
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

り
ん
は
窒
素
と
な
ら
ん
で
、
勣
植
物

の

成
長

に
欠

か
せ

な
い
栄

養
素
の
ひ
と
っ

で
す

。
と

こ
ろ
が
、
り
ん
や
窒
素
が
、

湖
沼

や
湾
内
な

ど
水

の
出
入
り
の
少
な

い
「
閉
鎖
系
水
域
」
に
大

量
に
流
れ
こ

む
と

、
水
質
は
肥
よ

く
化
し
栄
養
過
多

－

つ
ま
り
、
富
栄
養
化
現
象
と
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
藻
類
な
ど
の
水
性

生
物
が
異
常
繁
殖
し
、
水
質
が
悪
化
す

る
た
め
、
魚
介
類
の
生
息
に
悪
影
響
を

お
よ
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
質
悪
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
国
で
は
先
ご
ろ
富
栄
養
化
を
防
ぐ

た
め
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
り
ん
を
含
む

合
成
洗
剤
の
使
用
を
自
粛
し
、
今
後
、

無
り
ん
ま
た
は
、
低
り
ん
の
洗
剤
や
石

け
ん
の
使
用
を
広
め
る
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
に
お
い
て
も
次

の
よ
う
な
「
富
栄
養
化
対
策
の
基
本
方

針
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

一
、

県
の
施
設
で
は
原
則
と
し
て
り
ん

を
含

む
合

成
洗
剤
は
使
用

し
な
い
。

二
、
市
町
村

お
よ
び
一
般
消
費
者
に
対

し

、
無
り
ん
、
ま
た
は
低

り
ん
の

洗
剤
石

け
ん
の
適
正

な
使
用

、
普

及
を

呼
び
か
け
る
。

三
、
石
け

ん
、
合
成

洗
剤

の
製

造
ま
た

は
販
売
を
行

う
事
業
者
に

対
し
、

無
り

ん
、
低

り
ん
の
洗
剤

お
よ
び

石
け

ん
の
製
造
販
売
供
給
体
制

の

整
備
を
働
き

か
け

る
。

水
は
私
た
ち
に
と

っ
て
最
も
大
切
な

資
源
で
ナ
。
水
を
保
護
し
、
私
た
ち
自

身

の
生

活
環
境
を
守
る
た
め
に
、
無
り

ん
、
低

り
ん
洗
剤

や
石

け
ん
へ
の
切
替

え
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

国税 だよ り
○
お
年
寄

り
や

障
害

者
と
税
金

（
例

―
）

人
間

で
身
勝

手
な

も
の
で
す
。

若
い
う
ち

は
「
自
分

だ
け

は
、
い

つ
ま
で

も
若

い
」

な

ん
て
都
合

の
い
い
こ

と
を
考
え
が

ち
で
す

し
か
し
、
老
い
と

時
間
は
、
止
ま
る
こ

と
を
知
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
毎
日
の
よ

う
に
交
通
量
が
増
し

て
い
る
折
、
思
い
も

よ
ら
な
い
と
こ
ろ
で

災
難
に
遭
う
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
の
た

め
に
、
税
金
の
面
で

い
ろ
い
ろ
な
特
典
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
例
２
）

日
曜
日

の
朝
、
公
園
で

お
年
寄

り
が

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
散
歩
を

し
て
い
ま
す
。
幸
せ
そ
う
で
す

。

目
本
は
長
寿
国
の
一
つ
で
す
が

お
年
寄
り
や
社
会
的
、
経
済
的
に

弱

い
立
場
に
あ
る
人
に
対
し
て
、

老
齢
福
祉
年
金
や
各
種
の
施
設
な

ど
、

い
ろ
い
ろ
な
社
会

福
祉
を
充

実
さ
せ
る
一
方

、
税
金
の
面
で
も

い
ろ
い
ろ
な
特
典
を
設
け
て
お
り

ま
す

。



年
金
だ
よ
り

○
国
民
年
金
の

保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
ま
だ
納
め
て

い
な
い
人
は
お
り
ま
せ
ん
か
。

昭
和
五
十
五
年
七
、
八
、
九
月
分
の

保
険
料
を
納
め
て

い
ま
せ
ん
と
、
万

一

け
が
を
し
た
り
、

ご
主
人
が
な
く
な
ら

れ
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
年
金
、
母
子

年
金
な
ど
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
の
ま
ま

二
年
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
時
効
に

よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
保

険
料
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭
和

五
十
五

年
国

勢
調
査

青
森
県
人
口
予
想
懸
賞
募
集
夕
‥

き
た
る
十
月
一
日
に

「
昭
和
五
十
五

年
国
勢
調
査
」
が
、
全
国
い

っ
せ
い
に

行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
方
の
意
識

を

深
め
る
た
め
に
、
東

奥
日
報
社
の
主
催

に
よ
る
「
昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査

」

の
十
月
一
日
現
在
の
青
森
県
の
人
口
予

想
を
左
記
要
領

で
一

般
募

集
し
ま
す
か

ら
ど
し
ど
し
応
募

し
て
下

さ
い
。

記

匸

賞

金一
等

五
万
円

一
名

二

等

三

万
円

一
名

三
等

二
万
円

一
名

四

等

一
万
円

一
名

五
等

五
千
円

一
名

残
念
賞

二
千
円

二

十
名

二

、
応
募
方
法

］
‥
官
製
（

ガ
キ
を
用

い
、
一
枚
に

つ
き
一
点
の
み
記
入
す

る
こ

と
。

二
点
以
上
記
入
は
無
効
。

罔
数
字
は
算
用
数
字
で
は

っ
き

り

目
応
募
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
職

業
、
年
令
を
必
ず
記
入
す

る
こ

三

、
あ
て
先

〒
○

三
〇

青
森
市
新
町
二
丁
目

二

東
奥
日
報
社

四
、
／
切
り

昭

和
五
十
五
年

十
月
五
日

（
当
日
の
消
印
の
あ

る
も
の
は

有
効
）

五

、
当

選
発
表
方
法

本

年
十
二
月
末
日
ま
で
に
総
理

府
統
計

局
長
が
発
表
す

る
人
口

総
数
に
一
致
し
た
も
の
、
ま
た

は
、
最
も
近
い
も
の
か
ら
等
級

を

定
め
決
定
次
第
東

奥
日
報
紙

上

で
発
表
し
ま
す
。

（
応
募

の
予
想
数
字

に
同
一
の

も
の
が
あ
っ
た
場
合

は
抽
選

と
な
り
ま
す
。）

○
主
催

東

奥
日
報
社

○
後
援

青

森
県
企

画
部
統
計
課

青

森
県
統
計

協
会

あ
な
た
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
一
冊

県
民
手
帳

使
い
や
す
い
、
見
や
す
い

便
利
な
日
記
式
手
帳

（
主

な
内

容
）

○
日
記
編

こ
よ
み
と
行
事
・
月
間

予
定
表
・
日
記
・
天
気

録

○
資
料
編

青
森
県
の
概
要
・
部
道

府
県
勢
一
覧
・
市
町
村

勢
一
覧

○
名
簿
編

国
会
議
員
・
県
議
会
議

員
・
行
政
機
関
・
県
市

町
村
理
事
者
、
教
育
施

＼

設
・
文
化
体
育
施
設

Ｏ
便
覧
編

年
令
早
見
表
・
七
曜
表

そ
の
他
満
載

○
別

冊

住
所
録

価
格

一
冊

二
五
〇
円

○
予
約
申
込
受
付
中

・
申
込
先

佐
井
村
役
場

総

務
課
統
計
担
当
係

・
申
込
／
切
日

九
月
二
十
日

・
代
金
は
現
品
と
引
換

※
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
早
め
に

申
込
を
な
‥

子
宮
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

子
宮
が
ん
は
、
女
性
特
有
の
が
ん
の

な
か
で
も
っ
と
も
多
い
が
ん
で
す
。
こ

の
が
ん
の
た
め
毎
年
お
よ
そ
、
六
、
〇

〇
〇
人
ち
か
く
の
か
た
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

役
場
で
は
、
別
表
の
と
お
り
検
診
を

計
画
し
ま
し
た
の
で
、
受
診
す
る
方
は

地
区
の
保
健
協
力
員
の
方
に
申
し
出
下

さ
い
。

子宮がん検診日程



青

少

協

だ

よ

り

佐
井
村
青
少
年
問
題
協
議
会

青

少
年

問
題
協
議
会

は
、
剛
青
少
年

の
健

全
育

成
の
た
め
の
総
合
的
施
策

の

立
案

に
っ
き

必
要
な
こ
と
を

調
査
、
審

議
す
る
こ
と
。
閇
青

少
年

の
健
全
育
成

に
関
す
る
総
合
的
施

策
の
適
切

な
実
施

を
す
る
た
め
に
必
要
な
各

育
成
団
体

の

連
絡

調
整
を
図

る
こ
と
を
目
的

と
し

て

い
ま
す
。

佐
井
村

に
お
い
て
も
七
月
三

十
日

、

新
委
員
の
委
嘱
状
交
付

と
組
織
会
を
行

い
ま
し
た
。
会

長
は
村
長
と
な
っ
て
お

り
、
新
委
員
は
別

表
の
と
お
り
で
す

。

会

議
は
会

長
よ
り
青
少
年
の
健
全
育

成
に
つ
い
て
総
括
的
に
必
要
な
施
策

の

整
備

及
び
樹
立

に
つ
い
て
、
佐
井
村

の

社
会

環
境
、
社
会

生
活
の
中
で
ど
の
よ

う
な
点
に
着
目
す
べ
き
か
、
意
見
が
求

め
ら
れ
、
各
委
員
か
ら
次
の
事
項
に

っ

い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

田

非
行

防
止
の
た
め
に

Ｏ
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
に
よ
る
乱

費
に
つ
い
て

Ｏ
あ
わ
び
の
密
漁
対
策
に
つ
い
て

Ｏ
愛
の
一
声
運
動
の
発
展
に
つ
い
て

Ｏ
外
出
時
間
の
規
制
に
っ
い
て

○
夜
間
の
巡
視
に
つ

い
て

○
高
校
生
の
バ
イ

ク
の
運
転
に
っ
い

て
閇
健
全
な
家
庭
づ
く
り
に
っ
い
て

○
家
庭
の
日
の
再
構
築
に
つ
い
て

○
家
庭
で
の
し
つ
け
管
理
を
充
分
に

○
そ
の
家
庭
に
あ
っ
た
家
庭
の
改
善

○
家
庭
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

○
家
庭
生
活
の
た
め
の
チ
ラ
シ
、
リ

ー
フ
の
配
布
に
つ
い
て

○
非
行
防
止
を
家
庭
の
テ
ー
マ
に

㈲
育
成
団
体
に
っ
い
て

○
町
内
会
と
青
少
年
の
健
全
育
成
の

っ
な
が
り
に
つ
い
て

○
生
徒
指
導
の
あ
り
方
に
っ
い
て

○
各
団
体
の
連
け
い
と
任
務
に
っ
い

て
○
各
団
体
の
役
割
分
担
に
っ
い
て

○
地
区
集
会
の
も
ち
方
と
研
修
会
の

実
施
に
っ
い
て

○
学
校
開
放
に
つ
い
て

○
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
高
校
父
兄
の
加
入

に
つ
い
て

○
青
年
団
の
仲
間
づ
く
り
に
っ
い
て

○
防
犯
母
の
会
に
つ
い
て

㈲
青
少
協
の
あ
り
方
と
今
後
の
施
策

に
つ
い
て

○
青
少
年
協
と
社
会
教
育
に
つ
い
て

○
青
少
協
の
会
合
を
多
く
開
催
し
て

ほ
し
い

○
健
全
育
成
関
係
の
予
算
に
っ
い
て

○
青
少
協
は
調
査
、
審
査
、
諮
問
、

答
申
だ
け
で
は
弱
い

○
青
少
年
の
干
不
ル
ギ
ー
を
発
散
で

き

る

施

策

を

○
簡
易

な
小

規

模
な
遊

び
場

の
設

置

を

○
審

議

機

関

で

は

な

く

実

施

機

関

と

し

て

活

動

し

て

は

ど

う

か

○
青

少

協

は

非

行

防

止

だ
け

の
議

論

で

な

く
環

境

、

施

設

を

前

面

に

出

し

た

議

論

を

○
活

動

内

容

を

具

体

的

に

末

端

ま

で

浸

透

を

○
花

一

ぱ

い
運

動

、
環

境

衛

生

を

子

供

会

、
町

内

会

一

体

で

○
サ

ー

ク

ル
活

動

の
場

所

を

行

政

の

手

で

○
防

犯

指

導

隊

と

各

団

体

の
連

け

い

に

つ

い
て

以

上

発

言

内

容

を

断

片

的

に

集

約

し

ま

し

た

が

、

こ

れ
等

の
意

見

を

ふ
ま

え

今

後

の
幹

事
会

、
総

会

で

単

に

非

行

防

止

と

い

う

消
極

的

な
立

場

で

な

く

、
積

極

的

に

青

少

年

の
健

全

育

成

を

図

ろ

う

と

い

う

、
具

体

的

な
施

策

を

立

案

し

、

各

団

体

、
機

関

の
協

力

を

得

て

実
施

の

方

向

で

お

し
進

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。
尚

青

少

年

問
題

協

議

会

へ

の
御

意

見

、
御

要

望

が

あ

り

ま

し

た

ら

、
事

務

局

（

民
生

相

議
課

）

ま

で

お
寄

せ

下

さ

い

。

青

森

県

青

少

年

健

全

育

成

条

例

に

基

づ
く

青

少

年

健

全

育

成

推

進
員

に

次

の

方

々

が

委
嘱

さ

れ

ま

し

た

。
青

少
年

に

係

る
色
々
な
事
に
っ
い
て
御

相

談

下

さ

い
。

奥

本

政
志

大

佐

井

・

矢

越

・

川

目

担

当

山

路
英

央

古

佐

井

・
原

田
担

当

泄
廴
良
喜

磯
谷
・
長
後
担
当

山
本
幸
治

福
浦
・
牛
滝
担
当

池

ｍ

良

喜

奥

本

政

志

山

本

秀

夫

石

沢

多
佳
樹

紀

伊

政

雄

宮

川

忠

竹

本

純

三

加

賀

亀
水
重

山

本

正

若

山

正

夫
．

若

山

君

夫

後

藤

重

雄

松

本

良

一

佐
々
木

仙

川

畑

栄

一

吉

田

順

一

品

田

素

一

岩

尾

憲
二
郎

内

藤

清

美

長

尾

金
三
郎

氏

名

μ

健

全
育
成

推

進
員

地

区

労

議

長

体

育

協

会

長

防

犯

連

絡

員

防

犯

指

導

隊

長

連

合

青

年

団

長

連

合

婦

人

会

長

民
生

委
員
副

総

務

民

生

委

員

総

務

子
供
会

育
成

会
長

連

合
Ｐ

Ｔ
Ａ

会
長

佐

井

中

学

校

長

佐

井

小

学

校

長
‐

教

育

長

教
育
委
員
（
保
護
司
）

教

育

委

員

長

助

役

μ

村

議

会

議

員

現

公

職

名

幹

事

μ μ

幹

事

副
会
長

幹

事

青
少
協
役
職
名



佐
井
村
交
通
安
全
毋
の
会

結
成
一
周
年
記
念
大
会
を

終
え
て

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

会
長

山
崎

ア
イ
子

去
る
八
月
二
十
六
日
、
佐
井
村
振
興

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
佐
井
村
交
通
安

全
母
の
会
結
成
一
周
年
記
念
大
会
が
、

大
間
警
察
署
長
け
じ
め
多
数
の
来
賓
の

方
々
や
、
大
勢
の
会
員
の
ご
出
席
に
よ

り
ま
し
て
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
御

社
申
し
上

げ
ま
す
。

現
在

、
ヤ
ン
グ
の
暴
走
、
飲
酒

運
転

の
主

な
事
故

は
、
そ
の
家

庭
の
生
活
の

ル
ー
ル
の
み
だ
れ
か
ら
起
き

て
い
る
と

も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私

た
ち
母

の
会

は
「
交

通
安
全
は
家

庭

の
中

か
ら
…
…
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
ご

る
こ
と
な
く
今

後
の
事
故

防
止
活

動
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

み

な
さ

ん
の
御
理

解
あ
る
御

協
力

と

御
尽
力
を
御
願

い
致
し
ま
し
て
、
結
成

一
周
年
記

念
大
会

の
御

礼
の
こ
と
ば
に

か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

歳

時

記

”
敬
老

の
日

い
で
湯
の
ま
ち
に

妻

と
い
て
″

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
方
の
句

で
す
。

敬
老
の
日
に
、
妻
と
二
人
で
温
泉
旅

行
を

し
た
と
い
う
、
幸
せ
な
情
景
で
す

が
、

。
妻
と
い
て
”
と
い
う
言
葉

の
中

に
は
、
長
い
人

生
航

路
を
共
に
歩
ん
で

来
た
老
妻
に
対

す
る
い
と
お
し
み
の
気

持
と
同
時
に

ゴ

ー
人
ぼ
っ
ち
”
と
い
う

寂
し

さ
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。

九
月

十
五

日
の
敬
老

の
日
が
、
国
民

の
祝

日
と
定

め
ら
れ
た
の
は
昭
和
四

十

一
年

の
こ
と
で
す
が
、
い
ま
で
は
も
う

秋
の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
俳
句

の
季

題
に

な
る
ほ
ど
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
日
は
、
多
年

に
わ
た

っ
て
社
会

に
尽
く
し
て
来
た
老

人
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝

い
、
ま
た
国
民
す

べ
て
が
、
自

分

の
老
後
に
関
心
を
持
つ
日
で
も
あ

り

ま
す

。

最
近
は
、
老
人
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
熱

が
全
国
に

ひ
ろ
ま
る
な
ど

ス
ポ

ー
ツ
も

盛
ん
に
な
り
、
趣
味
や
勉
強
に
打
ち

こ

む
老
人
の
姿
も
増
え
て
き
て
い

る
よ
う

で
十

。
ま
た

。
平

づ
く
り
ブ
ー

ム
”

や

”
ふ
る
さ
と
ブ
ー
ム
”
で
老
人
の
チ
ェ

が

ヤ
ン
グ
だ
ち
か
ら
評
価

さ
れ
は
じ

め

て

い
る
の
も
最
近
の
傾
向
で
す
。
も
ち

ろ
ん
各
種
の
福
祉
政
策
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
高
齢
者
問
題
の
現
状

」（
総
理
府
）

に
よ

る
と
、
六
十
五
歳
以

上
の
老
人
は

い
ま
全
国
で
一
千
万
人
以

上
、
そ
れ
が

四
十
年
後
の
昭
町

．
ｒ
五
年

（
西
暦
二

○
二
〇
年

）
に

は
、
二
千
六
百

万
人
と

推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

敬
老

の
日
に

あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て

「
高
齢
化
社
会

」
に

つ
い
て
真
剣
に
考

え
た

い
も
の
で
す
。

幸せは家族みんなの対話と協力から

第 三 日 曜 日 は

家 庭 の 日

火 事 、 緊 急 の 場 合 は

１１９番 ヘ

サイレンの試験は毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 ●２２６６

戸

籍

の

窓

口

八
月
二
十
五
日
現
在

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

木
部

勝
（
幸
男
）

原

田

竹
内

宇
宙
（
典
和
）

古
佐
井

中
村

梢
（

修

）

中

道

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う

東
出

勝
則

磯

谷

（

大
和
屋
芳
江

栗
沢
町

高
林

斉

松
井
田
町

（

田
中
八
代
恵

磯

谷

松
谷

平
三

大
佐
井

（

佐
藤

敬
子

川
崎
町

松
橋

栄
治

む
つ
市

（

大
畑

和
子

古
佐
井

○
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
村

菊
藏
（
そ
め
）

中

道

万
谷
由
太
郎
（
石
夫
）

原

田

○
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

は
区
別
し
て
出
そ
う

○
ご
み
は
水
切
り
し
て
出
そ
う

○
ご
み
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
か

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
出
そ
う

守
ら
れ
な
い
場
合
、
回
収
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
充
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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